
 

ＪＲ連合 

ＮＥＷＳ 

ＪＲに集う 
すべての仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 

2022 年度 

Ｎｏ．４５ 

２０２２年１１月９日 日本鉄道労働組合連合会 

第８０回ＪＲ連合国会議員懇談会 

参議院選後の新体制を確認し、当面の課題について意思統一！ 
ＪＲ連合は 10月 26 日、第 80 回国会議員懇談会を開催し、榛

葉賀津也会長（参議院議員）をはじめとする国会議員懇談会の

所属議員・議員秘書、およびＪＲ各単組の代表者らが出席した。 

冒頭、榛葉会長は、「今年はＪＲ連合が結成 30 周年の節目で

あり、先日は西九州新幹線の開業等もあった。10月より全国旅

行支援もはじまり、一定の追い風になっているが、現場では混

乱もあると聞く。また、今年も夏に自然災害があった。引き続

き課題解決に向けた取り組みが必要」という旨挨拶した。続い

てＪＲ連合を代表して挨拶に立った荻山市朗会長は、「10 月６日にＪＲ連合の 30 周年記念式典

を開催した。これまでの支援に感謝したい。コロナ関係については、水際対策が緩和されるなど

需要は好調であるが、この間に離職が進み、現場での人材が不足している面がある。こうした人

材の確保も意識しながら来年春闘ではＪＲ産業が取り残されないよう、連合が示す５％要求に則

った方針を策定し、取り組んでいきたい」と挨拶した。 

伊藤孝恵参議院議員と森本真治参議院議員が議員懇へ加入 

今夏に参議院選挙が実施されたほか、幹事であ

った岸本周平前衆議院議員の辞職があったこと

から、議事の冒頭、同懇談会に新たな幹事として、

伊藤孝恵参議院議員と森本真治参議院議員を迎

えることを確認した。 

各種課題について、まず、国土交通省が本年２

月に立ち上げた「鉄道事業者と地域の協働による

地域モビリティの刷新に関する検討会」の提言内

容に基づく法改正等の動きについて報告を行う

とともに、制度改正に向けた関係予算の確保や実効性のあるスキーム作りへの支援を要請した。 

また、地域公共交通関係において、直近で具体的な対応が求められることとして、①ＪＲ北海

道における単独維持困難線区の「黄線区」問題、および②北海道新幹線の札幌延伸に伴う並行在

来線と鉄道貨物のあり方に係る課題を報告し、来年通常国会に向けての対応を要請した。 

加えて、新幹線ネットワークの構築に向けた取り組みに

ついても報告し、北陸新幹線や北海道新幹線の延伸工事、

中央新幹線建設、四国新幹線の整備計画への格上げといっ

た新幹線整備に係る課題を抽出し、現在提言の策定作業を

進めていることを報告した。 

最後は相互に意見交換を行い、国会議員側からは地域公

共交通や西九州新幹線に関する動向、円安を巡る動向等に

ついて発言があり、ＪＲ各単組代表者からも各社の輸送動

向や離職・採用を巡る動向等について報告がなされた。 

「全国旅行支援」等の実施により一定の移動需要回復が図られるなど、緊急的課題の解決を図

るというフェーズを脱する中、本懇談会で意思統一を図ったような、中長期的な対応が必要な積

年の課題解決に向けた取り組みが必要となっている。いずれの課題も一朝一夕には解決し得ない

ものであるが、新メンバーも加わった国会議員懇談会とより一層の連携強化を図り、政策実現に

向けて取り組んでいく。 

役   職 氏  名 年齢 衆/参 選挙区 

会 長   榛 葉 賀津也 ５５ 参 静岡県 

副会長 泉   健 太 ４８  衆 京都３区 

〃 伴 野   豊 ６１  衆 愛知８区 

事務局長   小 川 淳 也 ５１   衆 香川１区 

幹 事 長 浜 博 行 ６４  参 千葉県 

〃 原 口 一 博 ６３ 衆 佐賀１区 

〃 大 串 博 志 ５７ 衆 佐賀２区 

〃 伊 藤 孝 恵 ４７ 参 愛知県 

〃 森 本 真 治 ４９ 参 広島県 


